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弁別学習における接近一回避型桔抗

Approach-AvoidanceConnictillDiscriminationLearning

１．序

学習事態において生物体に要請される行動要因は，対

象に接近する傾向と，対象を回避する傾向とに，大きく

分けることが出来るであろう。種々の報酬訓練事態で

は，対象（動物実験事態では主として餌または水）に接

近する傾向が助長され，接近反応が学習される。逆に，

種々の回避訓練事態では，嫌悪対象（主として電撃，高

音など）を回避する傾向が助長され，回避反応が学習さ

れる。

また，同じく報酬訓練事態のなかでも，弁別を要請さ

れる噸態では，次のように考えることが出来る。すなわ

ち，補強刺激（ＳＤ)に対する接近傾向と，無補強刺激

(ｓ△）からの回避傾向が，学習の進行につれて共に増大

してゆく。反対に，ＳＤからの回避傾向と，Ｓ△に対.す

る接近傾向は，減少してゆく。特に，Ｔ字型迷路やＹ字

型迷路，その他の同時弁別事態では，学習が完成した際

のＳＤに対する接近傾向は’00％，回避傾向は０％に達

し，反対に，ｓ△に対する接近傾向は０％，回避傾向は

100％に達すると考えてよいであろう。

上述の関係は，直線走行路やスキナア箱における継時

弁別顎態についても云えることである。ただ，この場合

には，実際の実験手続き上の問題から，ｓ△に対する回

避反応を無限大になる迄見届けるわけにはゆかないし，

また，ｓ△に対しても速く接近反応をすれば，それだけ

次の補強までの時間が短縮されるとか，ＳＤからＳ△へ

の接近傾向の般化などのことから，同時弁別事態におけ
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るほどには，接近･回避各傾向が明確に分離されないが，

学習の進行に伴う，一方でのＳＤに対する接近傾向の増

大，回避傾向の減少，他方でのｓ△に対する接近傾向の

減少，回避傾向の増大という点では，何ら異るところが

ない。

接近傾向，回避傾向という語は，仲介概念を表わすも

のに外ならないが，これらは，Ｈｕｌｌの反応ポテンシャ

ルに相当する。そこで，それぞれＳＥＲ(ap)，ＳＥＲ(av)と

響き表わすことにする。

次に，ＳＥＲに関連する諸変数について述べる。

先づ，ＳＥＲ(ap）について。

ＳＤに対して

ＳＨＲ(ap)=ｘｎ(Ｎ)(ap)'〕×Ｖ'〕2） （１）

但しＶ,＝/〔ＳＤ(Ｓ△)〕3）

Ｓ△に対して

（,）と同じ。しかしＶ,＝江Ｓ△(ＳＤ)〕（２）

習得された接近習慣が解発されるのは，

註１）Ｈｕｌｌでは，ＳＨＲが補強数のみの関数とされて
いるが，部分強化の事実からも，全体の試行数

ｎを考慮する必要がある。ここでは，補強数Ｎ

を考慮した試行数という意味で，この形をとっ

ておく。

２）また，ＳＨＲは，常に手掛り刺激に関して形成
されるものであるから，その習慣形成に参与し

た手掛り刺激を訓練の最初から考慮する必要が

ある。

３）そして，弁別学習の場合には，ＳＤとＳ△の相
対的な差が弁別の形成そのものに関係している

と思われる。
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ＳＥＲ(ap)＝/(SHR(ap)×Ｄ(ap)4)×Ｖ２）（３）

但しＤ(ap)＝八h）

の関係に依る。

ＳＥＲ(ap)から，禁止傾向を除いたものが，有効接近傾

向となる。

ＳＥＲ(ap)＝了(SER(ap)－１Ｒ(ap))５） （４）

瞬間的に有効な接近傾向は，
坐

ＳＥＲ(ap)＝/(SER(ap)一SOR(ap)）（５）

そして，最終的に観察し得る反応は，

Ｒ(ap)＝/(SER(ap)一SLR(ap)）（６）

ＳＥＲ(av)についても，ＳＥＲ(ap)の場合に準じて同様に

考えるが，次の点が問題となる。註５で述べてあるよう

に，ここでのＳＥＲ(av)とHullのＳＩＲの関係をどのよ

うに考えるか，の点である。ＳＥＲ(av)は，内容的には，

Spence（1937）やJensen（1961）の見解に等しし､が，

shuttlebox内での回避反応や，同時弁別事態でのＳ△

に対する反応のことなどを考慮して，ここでは，単に，

SER(ap）に抑制的に働く消極的な傾向というより以上

に，積極的な反応傾向としてのＳＥＲ(av）を想定する｡6》

当該問題の接近・回避両傾向が桔抗するときは，

ＳＥＲ(inconnict)＝ｒ(SER(ap)－SER(av)）（７）
である。

最終的にその時観察し得る反応は，次のようになる。
÷

Ｒ(ｉｎconflict)＝ノ〔(SER(ap)一SLR(ap))－
ユ

（SER(av)一SLR(av))〕（８）

ＳＬＲ(ap)＝ＳＬＲ(av)であれば，桔抗事態における反応

は,相対的に大なる方の項に従ってなされる。そのとき，

もし，ＳＥＲ(ａｐ)＞SER(av)であれば，目標に対するnet

approachの強度は正の価をとる。しかし，接近・回避

両傾向ともにＳＥＲ＞ＳＬＲであれば，たとえＳ面R(ap)＞

SER(av)であっても相互に桔抗し合って,例えばStR(ap）

註４）Ｈｕｌｌの式では，動因Ｄが，習慣の形成に与か

っていないことが注目される。これは事実に合

わない点もあるが，一方，Ｄが習慣の形成過程

において関与するという事実も確立されていな

いので（高橋1960)，否定も肯定もせず一応彼

に従っておく。

５）ＩＲは，Ｄにかかわる変数かＳＨＲにかかわ

る変数かに閲しては，理論的にも経験的にも，

また統一的な見解に到達していない（Jensen

l961，平出1965）が，とにかくＳＥＲ(ap）に禁

止的に働くということでこの形をとっておくこ

とにする。ＳＩＲに関しては，ＳＥＲ(av）と関連

して触れる。

６）これについては，別の機会に詳しく論ずること

にしたい．
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が長びくなどのことが結果として起る。ＳＥＲ(ap）の項

とＳＥＲ(av）の項が全く等しいか，ＳＥＲ(ap)＜SER(av）

なら，Ｒ（inconilict）は，StR(ap)の一層の増大，更に
は，Ｂｒｏｗｎ（1942）の云う反応のblockingなどとして

あらわれる。

以上に，弁別学習事態における接近・回避両傾向と，

それらに関連する変数について概括的に述べたが，以下

に,継時弁別事態への桔抗モデルの適用について述べる｡

２．問題

継時弁別事態における成功を，表１に示す如く，ＳＤ

に接近反応
表１

反応
結果

成功

失敗

ａ ｌｂ

ＳＤに接近｜Ｓ△を回避

S△に接近ｌＳＤを回避

を行い,Ｓ△

からは回避

すること，

と定議す

る。同じく

失敗を，ＳＤから回避し，Ｓ△に接近すること，と定義

する。このような事態におかれた生物体は，成功場面を

体験したいという傾向を，生得的にそなえている。この

ことは，動物が継時弁別事態において，ＳＤとＳ△の

存在に気付き始めたとき，しかしまだ明確にそれらを弁

別するに至らない時期に，走行路を行ったり戻ったり，

或いは，途中で立止ったりすることからも，推察するこ

とが出来る。

継時弁別事態において弁別が形成されるまでの時期

を，初期，中期，および後期に分割して象よう。先づ，

最もはじめの時期では，ＳＤ，Ｓ△いずれに対しても，

対象の意味が確立していないので，対象に接近する傾向

が，（例えば，出発箱ドアを開放して１分という時間を

限ったときに）弱い。弁別初期では，ＳＤとＳ△の呈

示される率は50％ずつであり，試行の半数はとにかく対

象点で報酬の得られるところから，ＳＤたるとＳ△た

るとを問わず，一様に接近反応を行う（図１a，１b)。し

かし，続く弁別中期では，特定の刺激（ＳＤ）と報酬の関

係があり得ることを認知し始める。上述の成功を得るた

めのＳＥＲ(ap）とＳＥＲ(av)の桔抗が，この時期に最も大

きい（図２a,２b)。弁別後期において，ＳＤ－補強，

Ｓ△－無補強の弁別が成立するに至る。従って，この

時期には，上述の如く，ＳＤに対してＳＥＲ(ap）が，

Ｓ△に対してＳＥＲ(av）が相対的に強くなる（図３a，

3b)。

これらの関係を，弁別の程度を知る指標として，刺激

般化勾配の観点から考察する。表２に示すように、弁別

へ
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Ｓｌ）に対する｜|標勾配 Ｓと、に対する'1裸勾配

初側

対象への距離

Ｒ(ap）

Ｓｌ３Ｒ(ap）ＳＥＲ(an）反
応
傾
向
の
強
さ

反
応
価
向
の
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ＳＤ 対象への即離Ｓ△対象への距離

図ｌａ 図ｌｂ

中側

後1１

る（図４)。弁別中期では，ＳＤに対してＳＥＲ(ap）と

SER(av)がまだ等しいか,両者が桔抗しながらもSER(ap）

が幾分強くなり，ｓ△に対して両者がまだ等しい

か，ＳＥＲ(av）が幾分強くなると思われる。そして，ＳＤ

Ｓ、

ＳＥＲ(ap） 反
応
傾
向
の
強
さ

５１

ＳＥＲ(av）

初期では，ＳＤに対してもＳ△に対しても，ＳＥＲ(ap）

とＳＥＲ(av)が略食等しく，両刺激に対してＲ（netap

inconHict）も等しいと推定されるので，ＳＤ－Ｓ△間
の刺激般化勾配は，チャンス・レベルあたりで平坦にな

一＝‐

Ｓ対象への距離

閃２ａ

Ｓ

Xｌ２ｂ

対象への距離

図３ａ

反
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図３ｂ
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Ｓ△
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表２

に対してＳＥＲ(ap）が，Ｓ△に対してＳＥＲ(av）がより

強くなれば，弁別初期におけるより，ＳＤに対する

Ｒ(netapinconaict）が増大し，Ｓ△に対するそれが

減少するので，刺激般化勾配は図５の如くなる。弁別後

期では，ＳＤに対してＳＥＲ(ap）が一層強くなり，Ｓ△

に対してＳＥＲ(av）が一層強くなるので，結果的にＳＤ

に対するＲ（netapinconflict)は弁別中期における

より更に増大，Ｓ△に対するそれは更に減少する。刺激

般化勾配は図６の如くなる｡7）

刺激般化勾配
初期

ＳＤーＳＤへの類似度Ｓ△

図６

さて，弁別が確立して後に，再学習との間に挿入系列

を入れることは，確立された弁別に如何なる効果を及ぼ

すであろうか。先づ，（１）挿入系列において，弁別事態

でのＳＤの承が呈示され，それに対する接近反応がす

べて補強されれば，ＳＤに対するＳＥＲ(aのが更に増大，

SER(av)が更に減少して，表２の後期の関係が一層強調

されると考えられる。逆に，ｓ△のみが呈示され，それ

に対する接近反応が補強されると，Ｓ△に対.する

SER(ap)が増大またはＳＥＲ(av）が減少して，再学習初

期でのこの群のＳＤ，Ｓ△に対する関係は，表２の中期

および図２a，２ｂに示したものに後退し，再び桔抗事態

が出現するのではないか。そして，結果としてえがかれ

る刺激般化勾配を両群で比較すれば，前者においてより

急傾斜，後者においてより平坦になるものと予想され

る。更に，（２）挿入系列をＳＤで行う場合も，Ｓ△で

行う場合も，その間の、(Ｎ）が多い程,上記の現象が強

調されるものと仮定される。

以下に，これらの２点を検討する実験を行った。

３．方法

被験動物：雄白ネズミ４２匹。生後100～150日。平均

体重２１６．３９ｍ．すべて実験前歴のないものである。

実験装置：

（１）出発箱，走路および目標箱より成る直線走行路。

長さそれぞれ２５ｃｍ，100ｃｍ，２７ｃｍ，すべて巾２０

ＳＤ

；雨､雨mIl睦

へ‘

ＳＤ Ｓ△

註７）図６で，Ｓ△に対してＲ(netapinconaiCt）
が零にならないのは，「1.序」でも触れたよう

に，継時弁別事態では，速く反応すればそれだ

け次の補強までの時間が短縮されるとか，速く

実験事態から解放されるなどの，外の要因が混

入するからである。

Ｓ△一ＳＤへの類似度

図 ５

ＳＥＲ(ap)÷ＳＥＲ(av）
八Ｖ

ＳＥＲ(ap)≧ＳＥＲ(av）
八Ｖ

ＳＥＲ(ap)＞ＳＥＲ(av）

初
中
後

ＳＥＲ(ap)÷ＳＥＲ(av）
Ｖ八

ＳＥＲ(ap)≦ＳＥＲ(av）
Ｖ八

ＳＥＲ(ap)＜ＳＥＲ(av）

期
期
期

５２

中期

ロ
２
９
の
強
さ

一ＳＤへの類似度

図４

目
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２

ｓ△用として白および黒カード，（日本色彩社の標準色

紙No.２０（反射率８８％）およびNo.１０（反射率２．４

％）を厚紙で裏打ちしたもの)。（b）予備訓練用として

灰色カード（同じくNo.１５（反射率１７％))。

手続：

段階１（馴致一Dayｌ～7)。動物は,２３時間週期の水

給与条件ならびに実験室と実験者に馴らされる。餌は常

時与えられている。

段階２（予備訓練一Day８～9)。Ｄａｙ８には，出発

尚(＋)(－)両

群とも，１５群

は１日5試行ず

つ3日間,３０群

は１日10試行

ずつ３日間，

60群は１日１０

試行ずつ６日

間で行なう．

５４

敏’覇rｌ

３

箱，目標箱ドアを開放して，５分間装置内探索。所定の対照群は，３日間飼育箱で休む。

位置に水瓶がおかれ，自由に水を飲むことが許される。段階５(再学習一再学習完成まで)。原学習と同じ弁
Ｄａｙ９には，手捌り刺激がおかれる位置に灰色カードが別基準で行なう。しかし，５日以内に再学習を完成して
おかれ，それに対する接近反応が条件づけられる。各動も，最少５日は実験を続ける。

物とも10試行おこない，毎回補強される。尚，段階２～５における渇時間はすべて22時間，対照
段階３（継時弁別訓練一DaylO～弁別完成まで)。群の承段階４で23時間である。

１日１０試行ずつおこなう。弁別基準は，２日連続して，
４．結果および考察

ＳＤに対する５試行の反応時間がいづれも，Ｓ△に対す

る５試行の反応時間のいづれよりも短いこと，とする。〔l〕反応時間，〔2〕誤り数，〔3〕再学習完成までの日

動物の半数は黒カードを，残りの半数は白カードをＳＤ数，および〔4〕動揺数．礁蹄数，の測度によって

とする。ＳＤ，Ｓ△の呈示順序はケラマン系列に従う．Ｒ(netapinconnict）を吟味する。
段階４（挿入系列一弁別完成より３～6日間(群によ

表４再学習第５日までの反応時間

弁別学習に お け る 接 近 一 回 避 型 桔 抗 Ｆ ３

ｃｍ，高さ２２ｃｍ・いづれも内径である。り異る))。この段階における各群の試行条件は表３の
（２）１７ｃｍ×22ｃｍ大の刺激カード。（a）ＳＤおよび如くである。表３

１
再学

～

習 日

挿入系列
おける刺

～

傷屡驚,鞭強’隙へきffl
群
群
群
群
群
群
群

妬
鋤
㈹
晦
釦
印
照

十
十
十
一
一
一
対

Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

△
△
△

Ｓ
Ｓ
Ｓ

５
０
０
５
０
０

１
３
６
１
３
６

０

Ｓ， Ｓ△ ＳＤ Ｓ△ Ｓ， Ｓ△ Ｓ， Ｓ△ Ｓ， Ｓ△

十15群

白をＳＤと

した動物

黒をＳＤと

した動物

21"９

5"４

４"６

15"９

１４"７

4ﾉﾉ２

７９"5

41"7

82"０

118"７

64"3

11"４

15"３
ｎ
ｏ
川
坐

″
″

○
○
ワ
Ｉ

36"７

１１''８

9"４

37//9

65"0

70"４

65/'3

72"1

50"４

11"４

3"３

４"６

14"４

９"4

11"３

78"6

85"8

49"３

232"７

68''4

39"４

16"４

４"７

３"９

18''５
○
ム
ワ
ー

″
″

ウ
ｊ
ｎ
ソ

36"0

52"０

221"７

152"4

118"１

12"９

10"３
ワ
臼
Ｒ
ｕ

″
″

ｏ
ｏ
１
Ｌ

12"７

5"９

６''４

52"6

92"1

88"７

61/'5

64"7

46"１

十30群

白をＳＤと

した動物

黒をＳＤと

した動物

7"１

１０''8

12"５

１０"8

25"３

8"５

27"0

17"７

132"９

22"8

40"１

160"９

6"１

９ﾉﾉ７

13"９

9"１

８"０

12"０

26"2

11"１

127"１

26"6

46ﾉﾉ７

226"２

５"9

10"５

７"２

父
Ｕ
１
Ｌ
１
Ｌ

″
″
″

行
ｊ
９
“
虞
Ｕ

利
上

48"5

60"8

89"３

庁
ｆ
Ｏ
“
１
上

″
″
″

刈
坐
ハ
Ｕ
八
Ｕ

”
ｉ
民
Ｊ
巧
』

６ﾉﾉ6

10"０

５"１

の
○
序
ｊ
○
空

″
″
″

Ｆ
ｏ
ハ
ワ
４
坐

15"4

17"２

129"１

125"７

６０"8

132"９

の
Ｏ
Ａ
坐
Ｑ
Ｕ

″
″
″

か
Ｏ
民
Ｊ
Ｑ
Ｕ

ｎ
Ｕ
反
Ｊ
Ｑ
Ｕ

″
″
″

Ｆ
Ｄ
４
４
Ａ
４

１
上

37"4

25"０

118"４

25"4

76"０
178"７

十60群

白をＳＤと

した動物

をＳＤと

した動物

Ｒ
Ｕ
反
Ｊ
Ｏ
ｏ

″
″
〃

貝
Ｊ
ａ
Ｕ
ワ
Ｉ

和
上
貝
Ｊ
頁
Ｊ

″
″
″

○
○
ワ
Ｊ
反
Ｊ

１８''３

１１"１

107"６

77"5

67"9

39"４

１
上
〃
坐
り
今

″
″
″

刈
詮
、
ソ
低
Ｕ

20//６

8ﾉﾉ７

７"６

23"０

２８'/５

１８"３

７９"８

６０'/６

４０ﾉﾉ６

5"４

７ﾉﾉ０

６"７

７"０

１９"９

８"４

8"６

１８"1

16"１

44"4

84"8

39"８

ｎ
ｏ
ウ
ｊ
○
○

″
″
″

貝
Ｊ
４
坐
毎
Ｊ

６"７

１０''９

７"８

7"９

１２''4

37"２

庁
Ｊ
ハ
ソ
Ｑ
Ｕ

″
″
″

胤
径
ハ
Ｕ
Ｑ
Ｕ

行
Ｏ
“
坐
Ｒ
ｕ

5"４

７/'５

５"７

句
ｉ
ｎ
Ｕ
Ａ
Ｕ

″
″
″

民
Ｊ
か
り
毎
Ｊ

４２"4

113"３

３６"２

Ｑ
Ｕ
４
坐
ｎ
ｏ

″
″
″

Ｑ
Ｊ
Ａ
坐
反
Ｊ

ｏ
Ｏ
Ｑ
Ｊ
⑥
。



掌|剥溌|識

社会学研究科紀要第５号１９６５５４

筆石きどり

Ｄ､051＝122.98
,.011＝149.86

60-161＝－１０１

ａｌ４℃

ウ ↓

~～再学習日

－－

へ

-60群

５０－１６１＝一IＣ

ＳＤｌＳ△｜ＳＤｌＳ△｜ＳＤｌＳ△ｌＳＤ Ａｌつり｜ｇ△

’

十15群

４８"3

155"7

102"６

５''6

14"２

４"７

８３"7

123"９

５４"３

１１"0

17"０

４"９

２７"6

158"０

１８"８

頁
Ｊ
Ｄ
４
ｎ
ソ

″
″
″

Ｑ
Ｕ
ｎ
び
ん
生

７５"1

155ﾉﾉ６

９２ﾉﾉ１

５"4

21"１

７"８

８７"1

109"８

４５"１

白をＳＤと

した動物

24"9

58"１

１０′'３

対照群

但し

ニ
ヮ
ハ
Ｕ
○
○

″
″
″

の
ｏ
ｎ
ワ
虞
Ｕ

Ｔ
Ｌ
ｎ
ソ
毎
Ｊ

３"3

13"0

16"４

２８"6

122"0

104"４

４"3

16"0

30"３

４３"7

136"６

９１"２

Ｑ
Ｊ
ワ
今
ｎ
ｏ

″
″
″

Ｑ
Ｊ
Ｒ
Ｊ
の
ひ

り
倉

16"6

94"8

94"９

心
乙
ウ
Ｊ
ｎ
Ｕ

″
″
″

医
Ｊ
ｎ
ワ
ー
上

り
白

11"９

４５''０

３１ﾉﾉ６

２３"5

110"1

123"６

黒をＳＤと

した動物

50霧

以下すべて器Ｐ＜､05,器＊Ｐ＜､0１

日
】９１８１〃８

9〃８１５８"６

3〃１１１８"７１１１６〃６勿’ＬＣ
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表７Tukey検定法

67-76＝－９
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鰯と|蕊|鱗'1巽|罰媛|‘誘｜淵壌|＃
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ｄｆSource

3５

表６ＳＤに対する反応時間・分散分析

（７群間の比較）

表５ＳＤに対する反応時間．分散分析

（十群：一群の比較）

Total

ＦＭＳ

-30群

十60群

-15群

ｄｆ Ｓｏｕｒｃｅ

１

３４
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ＭＳ Ｆ

Groups

Error

4７９．７７

１３６．３５

６

３５

3,519*＊Groups

Error
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43-161＝－１１８ ４３－６３＝－２０ 43-119＝－７６

119-161＝－４２ 119-63＝５６



０
１
０

5５

〔１〕反応時間

再学習第５日までのＳＤ，Ｓ△に対する反応時間を表

４に示す。ＳＤ，Ｓ△に対.して，それぞれ５試行の総計

である。

先づ，再学習第１日のＳＤに対する反応時間を，（＋）

群同志，（一)群同志をこみにして両群で比較すると（表

5)，（＋)群が有意に速く反応している｡しかし，対照群

を加えて７群間で比較すると（表６)，有意差が承られ

表１０再学習各日の誤り数

ＳＤ

2０

3５

．
『
』

３
２
１

｢可

Ｌ』

iｌｉｌＩr1
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０
０
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２
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表１２Tukey検定法

14-21＝－７*＊’14-16＝－２１１４－１４＝０ 14-6＝8*＊’１４－６＝8*＊’１４－６＝8*＊ 対照群

6-21＝-15*＊’６－１６＝-10*＊’６－１４＝－８*＊’６－６＝０ ６－６＝０ 十15群

6-21＝-15*＊’６－１６＝-10*＊’６－１４＝－８*＊’６－６＝０ 十13群

6-21＝-15*＊’６－１６＝-10*＊’６－１４＝－８*＊’＋60群

14-21＝-17*＊’14-16＝－２１-15群

14-21＝－７*＊’-30群

-60群

るのは，対照群と(＋)60群の永の間となり（表7)，後者

がより速く反応している。

次に，再学習第１日のＳＤ，Ｓ△に対する反応時間か

ら刺激般化勾配をえがくと，図７の如くである（対照群

は群の平均値，実験群は各群の平均値の平均)。ＳＤに

対する反応時間とｓ△に対する反応時間の差について，

(＋)群同志，（一)群同志をこみにして両群の比較をする

と(表８)，（－)群の勾配が有意に緩やかであることが知

られる。対照群を加えて７群間の比較をすると，有意

差はない（表９)。

以上の結果から，「2．問題」で提出された仮定の（'）

は確認することが出来た。（２）については明確でない。

挿入系列の日数が，３日の群と６日の群のあることが現象

を複雑にしているのであろうか。あるいは運動習慣が略

を極限に到達（原学習完成までに８０～140試行要する）

して後の，（＋)群，（一)群それぞれでの試行数15～30程

度の違いは，反応時間そのものに左程影響しないのかも

知れない。

対照群において，勾配も全(＋)群より幾分緩やかにな

り，反応時間も全般的に遅くなる傾向のゑられることは

注目に価する。

〔２〕誤り数

ｓ△に対する最も速い反応時間に着目し，これよりも

遅し、ＳＤに対する試行回数を，誤り数として表１０に示

す。可能な最大の誤り数は５である。刺激般化勾配から

いえば，誤り数が多い程，勾配の方向は逆（ｓ△に対し

てＲ（netapincOnHict）より大)，誤り数がチャンス．

レベルなら勾配は平坦，少なければ正方向（ＳＤに対し

てＲ(netapincOnHict）より大）ということになり，
ここでの誤り数は，こういった意味合いで考察する。

（a）再学習第１日の資料に基づいて各群間の比較を

すると(表11)，（一)群３群はいづれも，（＋)群３群より

誤り数が多い。また，対照群に比べて(＋)群３群は，い

但し |Ｄ､051＝5.45
1,.011＝6.64

づれも誤り数が少ない。（－)群では，（－)60群が対照群

に比べて誤り数が多い。（＋)群３群間には有意差なく，

(－)群３群問では(－)60群が他の２群より誤り数が多い

(以上表１２)。

（b）再学習第５日までの誤り数について吟味する。

(＋)群同志，（一)群同志をこみにして両群で比較する場

合は，表10から(＋)群の勝れていることが明瞭なので，

それぞれ対照群を加えて４群で比較する。対照群を加え

た(＋)群については，有意差がみられない（表１３)。対

照群を加えた(一)群では，（－)群３群は，いづれも対照

群より誤り数が多い。（－)群３群間では，（－)60群が他

の２群より誤り数が多い（表14,15)。

表１３再学習第５日までの誤り数．分散分析

（＋群３群と対照群を加えた４群）

Source

Groups

Error

Total

dｆ

３

２０

2３

ＭＳ

1．５５

３．９８

Ｆ

０．３９

表１４再学習第５日までの誤り数．分散分析

（一群３群と対照群を加えた４群）

Source

Groups

Error

Total

dｆ

３

２０

2３

ＭＳ

3６．６９

３．７９

表１５Tukey検定法

Ｆ

9.68*＊

21-72=-51群'21-41=-20*'21-45=-24鱗議|対照群
45-72＝-27**'４５－４１＝４ -15群

41-72＝-31**’-30群

-60群 但し|蹄'二縦

■
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5７

誤り数の測度によっても，仮定の（1）は確認された。

(2)に関しては，（a)，（b)両方から，全般的にはそうで

あるといえるが，部分部分では明瞭でない。

対照群は，３日間休息している間に弁別が破壊され，

再学習第１日に(＋)群よりconllictingな反応を示した

が，再学習５日間のうちに，急速に誤り数を減少させた

ことが知られる。

〔３〕再学習完成までの日数

各群の再学習完成までに要した日数を表１６に示す。

ここでも，（＋)群と(－)群の差は明瞭なので，対照群

を加えて７群で比較する（表１７，１８)。対照群と(＋)群

３群の間には有意差なく，また，（＋)群３群間にも有意

差はふられない。（一)群３群は，いづれも対照群より多

くの日数を要し,(－)群３群間には有意差がみられない。

〔４〕動揺数．講躍数

各動物の示した動揺数（一旦対象に向って出発してか

ら途中で戻った回数一進んだ距離や戻った距離に拘ら

ず－）を表19に，蹄蹄数（途中で立止った回数）を表

20に示す。いづれも，再学習第１日の，ＳＤ，Ｓ△に対

する各５試行中に承られた総数である”動揺数も踊踏数

も，（－)群でＳ△に対して多いことが予想されたが，表

19,20に承るように，むしろ（＋）群でＳ△に対して多

い。（＋)群においてはＳ△に反応しても報酬の得られな

いことを熟知していて，そのことでは回避傾向が働くが

，一方，再三述べたように，Ｓ△に対しても速く反応す

れば，それ丈次の補強までの時間が短縮されるとか，速

く走行路から解放されるなどのことから，ＳＥＲ(ap）と

SER(av)が大きく桔抗するのであろうことが窺われる。

その際，（一)群よりＳ△に対する反応時間が遅くなり，

そしてそのことが，（＋)群の反応時間による刺激般化勾

配が急になり，誤り数が少くなるという事実の一部を担

っているように思われる。

５．結び

以上ぷてきたように，反応時間，誤り数，および再学

習完成までの日数，の３測皮に依ると，（１）挿入系列

をＳＤで行う方が刺激般化勾配がより急，Ｓ△で行う方

がより平坦になることが確かめられた。しかし，（２）挿

入系列をＳＤで行う場合もＳ△で行う場合も，全般的に

は試行数（補強数）の多い方が，（１）の現象が顕著にな

るが，測度により幾分異る様相が示された。この点につ

いては，更に精密な実験的吟味を重ねると共に，モデル

の再検討を企てることも必要であると思われる。

終りに，同時弁別学習事態への接近一回避型桔抗モデ

ルの適用について，簡単に述べる。継時弁別学習事態に

おける場合と同じように，弁別の時期を，初期，中期，

および後期に分けて考える。

表１６再学習完成までの日数
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各数値は日を示す。

表１７再学習完成までの日数・分散分析

Groups

Error

弁別学習における接近一回避型措抗

計’１７１１９１１７１１２１２５１２４１３４

表１８Tukey 検定法

Ｓｏｕｒｃｅ
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表１９再学習第１日における動揺数
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は，その試行ではＳＤであるかも知れぬ右の刺激カードを捨てることになり，反対に右の刺激カードを選択す
ることは，その試行ではＳＤであるかも知れぬ左の刺激カードを捨てることになる。表１のａ．ｂ事態は，同時
弁別においては左右の刺激カードに対して同時に生起するわけで，この意味で，同時弁別における桔抗は，二
重の接近一回避型である。
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表２０再学習第１日における篤路数
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後期 ＳＤ－Ｓ△刺激般化勾配
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は，結果としての刺激般化勾配から承ると，図４の如く

なるであろう。弁別中期では,表２および図９の如く,幾

分ＳＤに対してはＳＥＲ(ap)が,Ｓ△に対してはＳＥＲ(av）

が優勢になる｡8）その時の刺激般化勾配は、図５の如く

なる。弁別を後期まで全うすれば，ＳＤ，Ｓ△それぞれ

に対する目標勾配は図'0の如くなり，その時の刺激般化

勾配は図11の如くなると思われる。

弁別が成立した後，あるいはほぼ成立した後に，挿入

系列を入れると，前節における実験結果からも，弁別が

多少とも影響を被ると考えられる。挿入系列を原学習で

のＳＤで行う場合の目標勾配は，（試行数(補強数)が適

当である場合）図12の如くなり，Ｓ△で行なう場合のそ

れは図14の如くなって，結果としての刺激般化勾配は，

それぞれ図13,15の如くなるものと推定される。

実際の実験的吟味は以後に侯たれるが，ＳＤ，Ｓ△に

対する反応強度関係が，継時弁別学習事態と同時弁別学

習事態とで異らないことが，Ｇrice(1949)の実験結果か

らも確認されることを，指摘しておきたい。
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